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研究分野：社会心理学 

科研費の分科・細目：社会心理学 3901 

キーワード：自尊心 

 
１．研究計画の概要 

  自尊心の持っている意味、効用、および
規定因を比較文化的に解明することが目的
である。 

２．研究の進捗状況 

  概ね順調に進んでいる。 

３．現在までの達成度 

  予定の８割程度を達成している。 

４．今後の研究の推進方策 
  今後はこれまでの研究成果を総合的に
とりまとめ、雑誌論文として投稿する予定で
ある。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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